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　宇宙太陽光発電衛星（Space Solar Power Satellite: SSPS）

は、50 年以上も前にそのコンセプトが提唱されているものの、

なかなか実現できない超大型宇宙構造物の一つです。その理

由の一つにサイズが挙げられます。現存する最大の宇宙構造

物は国際宇宙ステーションですが、その大きさはサッカーコー

ト一面分（約 100×70 m）です。しかし SSPS に求められる大

きさは、約 2.5×2.5 km 四方とキロメートルオーダーになり

ます。また宇宙への輸送の観点から、どんなに大きな構造物も、

必ず折りたたんでコンパクトに収納できる必要があります（宇

宙での建造を考えない場合）。さらに、できるだけ構造物を軽

量化する必要もあります。これらの背景に対して、日本の伝

統工芸である折り紙、さらには世界的に研究が行われている

折り紙工学に着目し、コンパクトな収納と宇宙での大きな展

開を容易に行える展開構造物についての研究をしています。

　地図の折りたたみなどで有名なミウラ折りと、その折り線

に一部工夫を加えたダブルアコーディオン折りの半展開状態

を右図に示しましたが、折り紙は基本的に厚みの影響を考え

ません。しかし、太陽光発電パネルのような実際の厚みが無

視できないものを折りたためなければ SSPS や工学への応用
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超 大 型 宇 宙 構 造 物 に 関 す る 研 究

が難しくなります。そこで、どんな厚さでも折りたためるように開発したのが板構造のミウラ折りです。 

なお、超小型人工衛星「ひろがり」において、この折れる板構造の軌道上展開が実証され、展開は成

功しました。大型化、軽量化、展開・収納をキーワードに、SSPS 実現に向けたステップを継続的にク

リアしていきたいと考えています。

 

発送電一体型 宇宙太陽光発電システム 
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ミウラ折り（左上）、ダブルアコーディオン

折り（右上）と、厚みが無視できない板構造

のミウラ折り（左下） 
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